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 夏休みが終わり、授業が再開しました。久しぶりに会った子供たちは、 

以前と変わらずとても元気です。夏休みを利用して、親戚の家や旅行に 

行ったようで、海で泳いできた子は、全身真っ黒になっていました。気 

温は相変わらず高いですが、暑さに負けず、日本語の勉強を頑張ります！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 時計の読み方に悪戦苦闘しながら頑張っています。数字は、少しずつ言えるようになってきてい

ますが、日本語独特の「物の数え方によって数字の言い方が変わる」ことが、非常に難しいようで

す。教えるほうも試行錯誤で、一緒に頑張っています！ 

 

 

 

 授業再開からまもなく、日本では節分の時期だったので、 

こちらでも体験してみました。以前の先生方も教えていられ 

たようで、子供たちも鬼に豆を投げることを覚えていました。 

今年は、子供たちが小さいこともあり、豆の代わりに新聞紙 

を丸めて投げました。「鬼は外」と「福は内」の言葉を使いな 

がら投げていましたが、「鬼は外」のほうが言いやすいようで 

した。鬼のお面と折り紙の鬼も作り、鬼だらけの節分になりました。 

 

            

   

 

か け は し 

授業再開 教室は３５℃超え！ 2/4 
 

節分 鬼はみんなで交代で！ 2/6 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Liberdade リベルダージ 

 かつては日本人街と呼ばれ(現在は東洋人街)、

今も日本文化が集まる街です。日本食が購入

でき、日本の飲食店も出店しています。街並

みもまた、その影響の大きさを示しています。 

 

 

 

サンパウロ市内 

なので、たまにし 

か行けませんが、 

ラーメンを食べた 

り、日本食を購入 

したりしています。 

 
 富山県人会の定期総会及び新年会に参加させ

ていただきました。会館の改修が終わり、式典

も催され、大勢の方が集まっていました。富山

県にルーツを感じながら、そのコミュニティを

大切にされていることに感動しました。 

 また、富山大学からの留学生やこれから富山

に留学、研修に行く方もおり、このような有意

義な繋がりが続くことが大切だと思いました。 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みんなでクリスマスツリーをかいて、クリス

マス会で展示しました。 

年齢や日本語能力に関係なく、いつでも楽し

くいられる、子供たちの心の豊かさにびっくり

させられます。 

編集後記 
 雨季にも関わらず、雨の降らなかった１月とうって変わって、2月は雨がたくさん降り

ました。特に、午前中は晴れていたのに、午後になると雷が鳴り、ゲリラ豪雨のように降

ってきます。雨が降ると気温が下がるので、私にも農業の作物にも恵の雨のようです。 

 サソリ事件。1月の紙面で書き忘れたのですが、１月中旬、サソリに刺されました。み

なさん、サソリってどれくらいの大きさだと思います？私は片手サイズくらいあるだろう

と思っていましたが、実際には５㎝程度です。教室の中で２回目 

撃していたのですが、とうとう 3回目に左手小指を刺されました。 

指がちぎれそうなくらいの激痛、そして肘までの痺れ…。現在、 

ブラジルではサソリが大量発生しています。対応策はあまりない 

ようですが、また刺されないように気を付けないと…。 

富山県人会に参加 きれいな会館！ 2/24 

 
 

世界最大の日系社会が 

存在する国・ブラジル 


